


パンハンドルをゆるめると前後にティルト
できます。

パンストッパーをゆるめると水平に回転できます。

雲台のカメラネジは、小ネジ（U1/4''）をセットして
出荷してありますが、大ネジ（U3/8''）をお使いにな
る時は、カメラ台左手のスペアホールにセットして
あるものをご利用ください。
はずした小ネジはスペアホールにねじ込んでおいて
ください。

レベラーカメラネジの交換

カメラ台のネジは長穴の最後端で外すことができ
ます。
移動、運搬の際のカメラネジの紛失を防ぐためには、
カメラロックナットを利用して、カメラネジをロック
することをおすすめします。

カメラ台の二つのレベラーを利用すると、
水平出しのめやすとすることができます。

次に上側のカメラロックナットで、しっかりと
締め込みます。

カメラによっては、パンハンドルを操作して
カメラ台の手元をあげると、ネジ部が見えて
取り付けやすくなります。
但しこのとき、カメラはしっかりホールドして
ください。

カメラの取り付け

カメラをしっかり支えながら
下側のカメラネジツマミを、ねじ込みます。

雲台の使い方

水平ティルトハンドルをゆるめると、水平調節が
できます。
いずれの回転も特殊グリス効果により作動がなめ
らかです。

パンニングガイド

パンニングガイドはフリーに回転できますから
指標のラインに0目盛りを合わせると
雲台を希望の角度に正確に回転させることが
できます。

標準の開脚位置から脚を少し閉じるようにして
開脚ストッパーを引き出すと
残りの二つの開脚角度が選択できます。

使用角度が決まったらストッパーを決められた
位置まで確実に戻してください。

脚ナットは1/2回転ほどゆるめると下のパイプが
伸縮できます。
溝入りパイプを使用しているので
どの段からでも操作できます。

上から2段目のパイプには、10cm間隔で
目盛りが入っています。
脚の長さをそろえる際のめやすにしてください。

ツマミ部分をつかんでツマミを手前方向に
向けてください。
引き下げて使用位置に固定します。

雲台に2本のハンドルを取り付けてください。
ハンドルに長・短はありません。
どちらにも取付けることができます。

三脚の収納や運搬をする際には
水平ティルトハンドルをパンハンドルの後ろに取
りつけることができます。

SH-908の雲台と三脚の各取り付けネジは、大ネジ
（U3/8''）で出荷されています。
脚のみを単独利用し、他の小ネジ（U1/4''）の雲台と
組み合わせ使用したいときは、「エレベーターの
交換方法」を参考にしてエレベーターを上下差し
かえ、ご利用ください。

脚の伸ばし方 クランクハンドルの起こし方

雲台の取り付け

1. パンストッパーをしっかり締めこみます。
2. パンハンドル、水平ティルトハンドルを握って、力強く反時計まわりに
 雲台を回転させます。これで雲台がゆるみます。
3. パンストッパーをゆるめてカメラ台を支え、雲台座だけまわすと
 指先のみで雲台が外せます。

1. パンストッパーをゆるめてから、雲台、三脚のネジを合わせます。
2. ローレットのついた雲台座を止まるまでエレベーターにねじ込みます。
3. パンストッパーを締めこんでからパンハンドルを握って
 雲台を時計まわりにきつく締めこみます。
4. パンストッパーをゆるめると雲台は自由にパンニングします。

雲台の取り外し

雲台と三脚の取り付け

クランクハンドルを操作してエレベーターを
上下します。エレベーター締め付けナットを
締め込むと、エレベーターの作動かたさを調節し
左右ガタを少なくすることができます。

ウォームギヤの採用により、雲台部を上から
押しても落下することはありません。

締め付けナットをゆるめたときのエレベーター
上下かたさを変えたいときは
アンダーナットの締め具合でかたさを調整して
ください。

エレベーターの操作 アンダーナット

パンハンドルの取り付け雲台部

3段階の開脚 PAT.三脚部

アンダーナット

ゆるむ しまる


